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はじめに
2014年より戸塚と齊藤は、東アジア型ソーシャルワークモデル構築に向けた研究を継続してい
る（戸塚　2015、戸塚・齊藤　2015、戸塚　2016、戸塚・齊藤　2016）。そのために北米と異な
る文化を育んできた東アジア圏のソーシャルワーク実践に目を向け、① 援助の背景にある文化
的要素の抽出（戸塚・齊藤）、② ①の作業を通じて、東洋的論理思考とその事例への活用可能性
を探る（戸塚）、③ ①の作業を通じて、韓国の福祉関連法制度の下でのソーシャルワーク実践の
把握（齊藤）の３点から考察を進めてきた（戸塚・齊藤　2016：126）。
本稿では、戸塚と齊藤が韓国のソーシャルワーカーに行ったインタビューをもとに、齊藤がイ
ンタビュー内容をまとめ、韓国のソーシャルワーク実践から文化的特性を考察する。そして、そ
れらの得られた知見をもとに東アジア型ソーシャルワークモデル構築の一助にしたい。
Ⅰ　韓国のソーシャルワーカーへのインタビュー調査
筆者らは、４人の韓国のソーシャルワーカーにインタビューを行った。対象者の条件は、① 10
年以上のキャリアがある、② 第一線のソーシャルワーカーとして実践を行っている者とした。
はじめにインタビューの目的を説明し、インタビュー内容は対象者のキャリア形成、現在の業
務を中心として日々の実践の中で感じていることを事例やエピソードを交えて回答してもらう半
※　淑徳大学総合福祉学部教授
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構造化面接を実施した。インタビューは、戸塚・齊藤が行い、通訳は霊山禅学大学校の尹錦姫氏
に依頼、インタビューの実施は2015年３月19日～ 21日、時間は一人平均２時間である。
倫理的配慮については、日本社会福祉学会の倫理規定に基づき、調査の目的、個人情報の取り
扱いを文章にし、口頭で説明を行い、同意を得た。
録音したインタビューの内容についてテープ起こしを行い、戸塚、齊藤で確認し、発言内容が
不明瞭な部分は、通訳を依頼した尹氏に確認をした。齊藤がインタビューの内容をまとめ分析し
た。
１．ソウル市内障害者福祉総合センターのソーシャルワーカーへのインタビュー（Ａ氏）
Ａ氏は、ソウル市内にある障害者福祉館の事務局長である。勤務する障害者福祉館は、キリス
ト教（カソリック）を母体にした施設である。Ａ氏は1980年代後半に学部で社会福祉を学び、20
年間障害者福祉に携わっている。Ａ氏と同じキャリアであれば、同級生はほとんど館長になって
いるが、「自分は現場が好き」である。館長はシスターである。
事務局長としての業務は、センターの統括担当であり、事業の計画、予算、館長の補佐、館長
が不在の場合は、外部活動を行っている。
〈教育機関での教育と実践への違和感〉
どちらかといえば、政策系を重視した大学で学んだが、北米のソーシャルワーク理論を学んで
きて違和感はなかった。援助、福祉を必要とする人は、制度があってもなくても必要なものがあ
る。個人の生き方に対する生活の質の向上が最終目標であり、方法がどうあれ、理論がどうあ
れ、それはそんなに大事ではなかった。
〈組織の文化の変化─広場文化からの変化─〉
（あくまで一般的な考えであるが）、韓国では、「広場文化」という言葉がある。町の中の大き
な広場を中心として、家が建っており、食事になると他の家に行き皆で一緒に食事をしながら他
人に迷惑をかけてはいけないというしつけをしていた。「食卓上の教育」と言っていた。最近は、
核家族化が進み、皆で食卓を囲む機会がなくなり、何でも一番にならなければならないという、
一番主義、個人主義になっているようだ。業務では、社会福祉士、理学療法士、作業療法士など
同じ職種は良いが、自分の専門性が一番、自分たちの意見が通らなかったら負けてしまうという
感覚が強いように感じる。
また、客観的な経験よりも主観的な経験を重視していた。例えば00年入学といった先輩後輩の
関係、同じ大学であるか否かが、専門的な考えより優先してしまう場合がある。最後に行き着く
のは「年齢」であり、相手の経験が浅くても年齢が上であったら言いにくい。自分より若い人が
昇進すると「私、もう辞めろということなのかと暗黙的に思ってしまう」ことがある。
組織の文化は社会福祉の中でも、上の人たちが決めて指示を出す指示型であったが、社会福祉専
門教育が現場にどんどん入ってきて、価値や理念、倫理を学び、最近は少しずつ変化している。
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（組織の文化は、儒教的なものの考え方であるのかに関して）儒教の文化は自分たちの生活へ
自然的に入ってきている。もうひとつは、韓国では福祉という概念が最近であるので、いくら福
祉が権利と言っても慈善事業的な感覚は残っている。
〈アセスメントで一番大切にしていること〉
見えるニーズではなく、見えないニーズを把握すること。クライエントと話をしてニーズがつ
かめる場合もあるが、結果として全く異なることがニーズである場合もあり、それを専門家が掴
む技術、スキルが一番大切であると思う。それに気づけたのはいろいろなケースを体験したから
だと思う。
〈自己決定について〉
韓国は家族中心であるので、周囲の意見も大切であるが、自分（身体障害者への支援）の経験
では、家族や周囲が本人の決定を反対し、ソーシャルワーカーが周囲を説得するというケースは
ない。しかし、周りの負担にならないよう自己決定を悩むことはある。西洋のように自分の人生
だけではなく、親や親の負担を考える。韓国で経済的な事情から母と娘２人が自殺した「三母娘
自殺」事件１）があったが、母姉妹は、迷惑をかけてはいけないと周囲へ経済的事情を言えなかっ
た。韓国では「自分の世代で背負った荷物は自分たちの代で終わらせよう、次の世代には引き継
がせたくない」という風潮が残っている。とくに福祉の対象者、疎外されている人々には強く
残っている。最近は、情報化社会になり、自分の主張をダイレクトにはっきり伝える傾向になっ
ている。　
２．ソウル市内老人福祉館のソーシャルワーカーへのインタビュー（Ｂ氏）
Ｂ氏は、ソウル市内にある老人福祉館の館長である。キリスト教（プロテスタント）が母体の
施設である。Ｂ氏は、40歳から老人福祉の分野に入り、スタートはデイサービスで高齢者のケア
に携わり、高齢者の就労支援、高齢者の社会教育、その後、部長として管理者に、次に館長に昇
進、現在まで20年のキャリアがある。館長として、予算、助成金の申請、人事、職員教育を行っ
ている。
〈スーパービジョンからみえる新人の支援の難しさ〉
職場内のスーパービジョンは、段階別になっており、課長が職員のスーパービジョンを行い、
課長のスーパービジョンを館長が担当する。
スーパービジョンを通して、若い職員が困難を感じているのは、ソーシャルワーカーが間違っ
ていないのに、我慢しなければならないケース。高齢者の場合は本当に多い。１日500名利用す
る昼食提供は時間が決まっている。高齢者の中には遅く来館して「どうして食事ができないん
だ」と怒る人がいる。高齢者本人は、状況を頭では理解できているが、心で受け止めることがで
きない。自分が望んでいる通りにできなければ、職員に怒ることが多い。若い職員に対して高齢
者は我慢しない。
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（高齢者には）自分が正しい、相手がわからなかったら正しくない、そんな論理。自分に利益
になるか、損になるか、それが基準ではないかと思う。経験が大切。ソーシャルワーカーが経験
を積むことで対応ができるようになる。
〈新人が難しいと思うケース〉
高齢者同士のけんか。高齢者が、政治に関心が高い。お互いに話しながら、自分と意見が合わ
ないと、大きい声で喧嘩する場合もある。政治だけではなく、合理的な話ではない自分の悩み、
不安や非難である。
ある高齢者がリハビリの自分の順番が気にいらない、どうして３番目ではなく、５番目で呼ぶ
のか。その高齢者は、事故にあって体調が良くないと悩んでいる。自分への治療は効果あるの
に、他者より自分の順番が遅い。リハビリのスタッフは間違った対応はしていない。しかし、そ
の高齢者に長く話を聞くと、１年以上リハビリを続けており、（リハビリの効果が上がらない）
ことに落ち込んでいる。高齢者は自分の心の中に恨（ハン）があり、自分の一生がつらくなっ
て、悩み、腹を立てて他人に強く言う。そんなケースはたびたびある。長い間、話し合うとその
怒りは解ける。
〈１日に1,300名～ 1,400名利用する施設の相談〉
施設へは、運動したい、食事が必要、何らかのプログラムを必要としている人たちなので、深
刻な相談は少ない。家族のいる人は、自分の家族の中で解決できる。対象となるのは、経済的に
支援が必要な人たち。カウンセリングが必要な人には、心理系のプログラムを紹介している。
３．済州島の療養院（高齢者施設）のソーシャルワーカーへのインタビュー（Ｃ氏）
Ｃ氏は、日本の特別養護老人ホームにあたる療養院の事務局長である。療養院は仏教が母体と
なって運営されている。Ｃ氏は、大学で国文学と社会福祉を学び、2002年には、大学院で社会福
祉を学び、2003年より現在の施設に生活指導員として勤務、2007年からは現職に就いている。
〈施設の理念と社会福祉の学び〉
施設の理念「共敬、慈悲、布施」は、それは人間としての基本精神であると受け止めている。
施設は利用者の第二の家として、死も施設で迎えるため、当たり前の生活を整えていくことを念
頭に置いて実践をしている。認知症を持った方々に対し、そういう気持ちで仕事をしてきたら、
援助する側である自分が、逆に利用者から助けられてきたと気づいた。
〈ソーシャルワーカーとして自分を成長させたこと〉
たくさんあるが、園長からの直接的なスーパービジョンを受けたこと、2004年に行った事例報
告が大きい。
前者について、福祉の仕事につき、自分の思うままに物事がいかないということを認知症の方
のケアや相談を通して利用者や園長に教わった。とくに、死の看取りについて、「死は怖いもの」
として子どもに看取りをさせない習慣があり、就職するまで経験がなかった。済州島では、人が
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死ぬと霊になり、霊を祓うために小豆や皿を割る風習がある。最初は園長に教わりながら、今で
は自分が率先している。そのような経験を積むことを通して、死に対する考え方が変わった。
事例報告について、勤務当初は、糖尿病があり、食事を拒否する利用者に何とか食べてもらお
うと必死だったが、自分が援助をする側の視点のみに立っていたことに気づき、食事時間以外の
時間活用、食事介助の工夫など利用者の立場に立つ視点へ変わった。そのきっかけは、KOMIケ
ア理論２）の勉強をしながら2004年に事例報告をしたことである。また、2005年に日本のユニッ
トケアを行う施設へ行き、利用者の時間に合わせて個別的に食事をとる場面を見学した。理論や
理想は頭ではわかっていたが、見学に行き自身の考え方が適切であると理解できた。
〈自己決定について〉
自分が思っている自己決定は、認知症の方が外に出たいと希望した時にその人の生命にプラス
になるかマイナスになるかを判断する。無条件で本人が決定したから良いというのではない、専
門家として判断して、必要であればストップをかけることがある。施設では、看護と福祉の見方
があって、福祉の見方では、施設は治療施設ではなく、生活施設であるから、生活は動くことが
基本、ある程度動くことでやる気も出てくるし、生活の幅が出てくると考えている。看護と福祉
の見方が対立したら園長と家族を含めてもう一度話し合いをするようにしている。本人の意向や
能力を確認するためにKOMIケア理論を活用している。
〈施設と家族のかかわり〉
今年から「家族食事補助プログラム」がスタートし、本人が希望すれば家族に食事の介助を任
せている。韓国のニュースで施設の高齢者虐待が報道され、行事だけではなく生活に入ってもら
うようにしている。苦情解決のための委員会もあり、家族会を年に２回開催している。匿名で投
書できるようにしている。最近の家族は親を施設に預けているという遠慮があるから苦情を言わ
ない訳ではなく家族は直接言うようになった。
４．済州島の在家福祉センター（高齢者施設）のソーシャルワーカーへのインタビュー（Ｄ氏）
Ｄ氏は、Ｃ氏と同法人のソーシャルワーカーである。在宅で長期に家族のケアを行い、その体
験が動機となり、2000年に現在の施設へ入職。2001年からは、勤務しながら通信制の大学院で社
会福祉を学んだ。施設に就職して通所ケア担当が長く、現在、在家福祉センターの事務局長とし
て、新人教育、財務、直接的な相談も担当している。
〈ソーシャルワーカーとして自分を成長させたこと〉
2001年に入職し、援助に科学的な根拠を持つ必要があるとアドバイスを受け、その後KOMI
ケア理論を学び、KOMIケア理論が必要と思った。現在の業務では、KOMIケア理論そのものの
言葉は使わないが、理論を基に実践をしている。
〈自己決定について〉
在宅で本人の意思が尊重されないケースはほとんどない。例えば、高齢者夫婦二人暮らしをし
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ており、心配した子どもが施設入所を薦めるが、夫婦が望んでいない場合、ソーシャルワーカー
が本人を中心として家族を説得する。しかし、子どもに負担がかかる場合は、子どもにもカン
ファレンスに出席してもらい検討している。
本人は自宅で生活をしたいと希望するが、本人に精神障害があり、火の不始末の危険があり、
ボヤを出したことがある。周囲が心配し、親戚の同意、７か所の関係機関が集まり、入院に至っ
たケースがあった。
また、もともと訪問介護に行っている利用者に対して、「認知症の人をなぜ入所させないのか」
と近隣から苦情のくるケースもあるが、自分の休日にボランティアとして利用者宅に訪問し、緊
急時の対応をすると近隣に話している。Ｄ氏の子どもも通学時に利用者宅に寄り、目薬をさすな
ど協力している。他人が家に入るのに抵抗がない文化があるからだと思う。
Ⅱ　韓国のソーシャルワーク実践と文化的特性について
今回インタビューで得られた結果を、韓国のソーシャルワーク教育と実践の関係、韓国のソー
シャルワーカー実践にみられる文化的特性、の２点から考察を試みる。
１．韓国のソーシャルワーク教育と実践の関係　（アンダーライン部分）
韓国のソーシャルワーク教育は、社会福祉の近代化的概念が社会に登場する以前、1947年に梨
花女子大学にキリスト教社会事業学科が設置され、北米のソーシャルワーク専門職として導入、
1970年代まではミクロソーシャルワークが主流であった（パク　2007）。その後、1980年代に入
り、国民の社会福祉へのニーズと共に学科の開設が増加した経緯がある（金　2010、宋　2010）。
日本同様に北米のソーシャルワーク理論の輸入による教育についてソーシャルワーカーがどのよ
うに受け止めているか、2014年に筆者らが実施した韓国のソーシャルワーカーへのインタビュー
の経験とＡ氏の「北米のソーシャルワーク理論を学んできて違和感はなかった」との回答から、
「北米のソーシャルワーク理論と文化の異なる自国の文化との違和感」という漠然とした問いか
けでは、不十分であると分かった。
そこで、F・P　バイステックの「ケースワークの原則」３）のひとつである「自己決定」をkey 
wordとして例示し、ソーシャルワーカーの考える「自己決定」と「周囲の状況によって本人の
自己決定が尊重されないケースの有無」を質問した。Ａ氏、Ｄ氏ともに「本人の意思が尊重され
なかったケースはない」と答えている。しかし、Ａ氏の「周りの負担にならないよう自己決定を
悩むことはある」の発言、Ｄ氏の利用者の自己決定に関するエピソードには、常に家族や周囲の
人との関係を気にしている利用者とそれらの関係を調整しようとするソーシャルワーカーの姿が
語られている。
また、Ｃ氏は施設の理念「共敬、慈悲、布施」の仏教思想を「人間としての基本精神である」
236 東アジア型ソーシャルワークモデル構築のための検討
総合福祉研究 第21号 �ック.indb   236 2017/02/15   18:38
と受け止め、欧米の文化を背景に発達した社会福祉の理論を違和感としてではなく、両者を受け
入れて実践をしている。
Ａ氏、Ｃ氏、Ｄ氏は自身の経験から、Ｂ氏は自身と新人教育の経験から、現場でのソーシャル
ワークには、「経験が大切」と述べている。そこには、ソーシャルワーカーとしてのスキルだけで
はない、韓国の高齢者の傾向（Ｂ氏）、看取りと死に対する考え方（Ｃ氏）、在宅で暮らす高齢者
と周囲との関係（Ｄ氏）など、韓国の文化、風習を理解し、支援に活かしている姿が感じ取れた。
２．韓国のソーシャルワーク実践にみられる文化的特性　（〜波線部分）
１の「韓国のソーシャルワーク教育と実践の関係」においても述べたが、ソーシャルワーカー
は、利用者や家族支援だけではなく、自身をとりまく環境においても、文化を意識して実践をし
ている。Ａ氏は、韓国の社会に「食卓文化」（地域が共同でしつけをする）がなくなり、自分を
優先する個人主義に変化しつつあり、そのことが職場の組織に影響を与えていると受け止めてい
る。一方、「三母娘自殺」事件にみられる「自分の世代で背負った荷物は、次の世代に引き継が
ない」という文化もあると捉えている。
Ｂ氏は、利用者である高齢者が若いソーシャルワーカーに対して、たとえ自分が間違っている
としても我慢しない、自分自身の恨（ハン）を他者の前で表出する高齢者の姿を捉えている。
Ｃ氏は、済州島に暮らす高齢者の看取り、Ｄ氏は、施設入所をめぐる親子関係の調整、ひとり
暮らしの高齢者への相互扶助の文化が読み取れる。これらのＡ氏、Ｂ氏、Ｃ氏、Ｄ氏のエピソー
ドは、背景に韓国の文化特性と関係しているものと思われる。
空閑（2008）は、儒教文化の価値観にある「親への扶養意識や家族意識」に着目し、高齢者の
施設入所などのサービス利用によって、自分が親の介護を担わなければならないということから
くる「恥ずかしさ」や罪悪感の軽減が、儒教文化を大切にしたソーシャルワーカーの目標のひと
つであると論じている（空閑　2008：53）。朴（2005）は、文化理論を用いて、韓国の社会文化
が、儒教文化に基づいた家族中心主義が国民文化の中心、孝思想よる父母扶養理念が、家族共同
体の上位者に対する義務と献身を強調する原則、東洋思想における共同体主義による村落共同体
が儒教の理想とする共同体であり、それらの文化が福祉制度と結びついていると主張している
（朴　2005）。さらにパク（2007）は、東アジア文化の本質が社会的秩序と社会的統合にあり、そ
れらを支えているのが調和のとれた人間関係であり、この点で東アジア文化は欧米の個人主義や
自治を重んずる文化とは好対照であると論じている（パク　2007：34-35）。
空閑、朴、パクの論ずる儒教に基づく韓国の文化特性をＡ氏（三母娘自殺事件にみられる母姉
妹の考え方）、Ｂ氏（高齢者の若者に対する態度）、Ｄ氏（高齢者に対する地域のかかわり）から
語られたエピソードよりその一端を垣間見ることはできた。一方、インタビューを通じて、欧米
文化と東アジア文化との差異を明確に導き出せるものだろうかとの疑問も抱いた。
家族研究において野辺（2007）は、イ・ジェギョンの『家族の名前で─韓国近代家族とフェミ
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ニズム─』を紹介し、韓国家族に併存する「近代的要素」と「伝統的要素」の２つが「時には葛
藤し、時には調停と戦略を通じて相互変形する」（下線筆者）ことで、家族の西欧理論では説明
できない韓国家族の特殊性があると指摘している（野辺　2007：18）。野辺の用いたイ・ジェン
ギの指摘、「時には葛藤し、時には調停と戦略を通じて相互変形する」と同様の状況がソーシャ
ルワーク実践の中にも起きているかもしれない。
おわりに
韓国のソーシャルワーカーへのインタビューを通して、ソーシャルワーカー実践と文化的特性
の関係の検討を試みた。政策の領域では、東アジア福祉国家体制の議論が積み重ねられている
（筒井　2013、李　2013、キム　2014など）。今後は、それらの視点も取り入れながら検討をして
いきたい。
＊インタビューを引き受けていただけたソーシャルワーカーの皆さま、コーディネートと通訳を
していただいた霊山禅学大学校の尹錦姫教授にこの場を借りてお礼を申し上げます。
【注】
１）2014年２月26日ソウル市松坡区で母と二人の娘が最後の家賃と光熱費として白い封筒に入れた５万ウォ
ン札14枚を残したまま自ら命を絶った事件。母娘は死ぬ前に「大家のおばさん申し訳ありません。最後
の家賃と光熱費です。本当に申し訳ありません」という手紙を残し、世論が「社会的殺人」と政府の政
策を非難した事件。（www.labornetjp.org/worldnews/korea/issue/poverty/1393985502301Staff　2016.9.27.）
２）金井一薫氏が開発したKanai Original Modern Instrumentの頭文字をとって命名したものであり、看護・
介護を統合した思想体系をもつ看護・介護のケア理論、対象者の生活の状態をその人の「認識面」と
「行動面」の両面から捉えるための生活過程評価を行う。金井一薫　2004　KOMI理論　現代社、金井
一薫　2004　KOMI記録システム　現代社、など。
３）F・P・バイステック、尾崎・福田・原田（訳）2006　ケースワークの原則　誠信書房
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